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本研究は，最初に K.J. Schulz が提案し，その後それと独立に浜田らが提案した，多円孔平板に対す
る反復解法の有用性に着目して，これを発展させてその適用範囲を拡げるとともに，種々の円孔付き平
板に関して多くの知見を得たもので，その主な成果を挙げると次のごとくである。






(2) 上記の反復解法を発展させて，多円孔を持つ帯板の問題に適用で、きるようにして，等径 2 円孔が対
称的に配置された帯板の引張り問題と，中心線上に等間隔に等径の有限個数及び無限個数の円孔が配
置された帯板の引張りと曲げの問題を解いて，応力集中係数iζ関する資料を得たa
(3) 無限平板に l 個の円孔があり，それに円板がすきまなくはめ込まれ，平板に引張りまたは圧縮荷重
が作用してすきまが生じる問題は，従来，平板と円板の材料定数の間に特定の関係が存在する場合を
除いては，精度の高い解は得られていなかった。本研究では乙の問題に対して前記の反復解法に工夫
を加えて解を得る乙とに成功した。またその解法によって，上述の問題で摩擦が存在する場合も，さ
らに，はめ込まれた円板に面内荷重が作用してすきまが生じる問題の解も得た。
以上のように，本研究は， Schulz .浜田らの反復解法を発展させて円孔を持つ平板の応力問題に対
する有効な解法を確立し，それにより多円孔を持つ無限平板と帯板，及び円板がはめ込まれた無限平板
の応力集中問題に関して種々の場合の解を求め，応力集中係数に関する多くの資料を得たものであって，
弾性学と機械設計学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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